
＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り＞

園名

日時

１．活動テーマ

＜テーマ＞

＜テーマ設定理由＞

５.振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

・拾った石　　・黒と白のいし　　　・画用紙（薄い色）
・小皿　　　・長い皿　　　　・テーブル　　・椅子

4.探究活動の実践

＜活動内容＞

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

石に興味があり、触れる機会が多かったので、今回触れるとすぐに並べたり形に表現してい
た。黒と白の石を用意すると顔などの形にしていた。石を叩いてゲームにしたり、石を回転
させて遊ぶことももいた。言葉の表現がうまくできない子も片言や仕草で石を叩いて音がす
ると伝えていた。
ひとつの材料で子どもが素直に何かを感じ、言葉や仕草で保育士に伝えようとする姿は普段
の保育では見られないことだ。子どもの感じたことを一緒に感じて、もっとつたえられるよ
うな言葉掛けや関りをしていきたいと思った。

・拾った石を使い、紙の上に並べて人の形や建物に見てる。
・石の重さを感じ、大きさの違う石を持ち比べたり、テーブル（紙）の上
で石を叩き、音の変化に気づく。
・違う種類の石を出し、触って感触を楽しむ。並べたり、形を作る。
・石と石をぶつけてゲームとなり友達と遊びを広げる。

・色々な大きさの石を選び、目や口を重ねて
置くと顔ができあがり、指先を器用に使いな
がら小さい石を並べていた。

・石をこすってみたら線が書けることに気が
付き、縦、横に石を動かして画用紙いっぱい
に線を書いていた。

・石と石をぶつけて、はね返ると「石と石の
お相撲だ」と遊びが始り、友達を誘って「バ
トルしよう」と自分のお気に入りの石を選ん
でゲームが始まった。

・石を並べ終わると、白い石だけを選んで
「１，２、３」と数を数えていた。

４歳児…感触遊び（石使って遊ぼう）

・散歩、園庭で石を見つけて、形や大きさに興味を持つことが多かった。
・子ども達は普段から何かに対して感じたことを言葉にしたり、発想を広
げて遊びを楽しんでいる。

２.活動スケジュール

・５人ずつ３グループで行う。
・１グループ３０分。

3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定

若葉保育園

6.7.18

・画用紙を足して大きな虹を作り始めてい
た。虹が仕上がると「虹が宝物を運んで来た
の」と自分の話に合わせながら石を並べて楽
しんでいた。

・白い石、黒い石の配置を替えながら、何度
も繰り返して「お風呂」をイメージして作っ
ていた。

・石を同じように並べていた３人が「豚肉
(バーベキュー)」「線路」「豚肉だけどキラ
キラしてるの」と、一人ひとり、考えている
世界が違う、面白い場面だった。


